	令和２年度　第３回宝達志水町介護保険事業計画等策定委員会

	議件
	（１）第８期介護保険事業計画及び高齢者福祉計画の素案について
（２）意見交換
（３）その他

	日時
	令和３年2月３日（水）午後１時００分～

	場所
	宝達志水町民センター「アステラス」２階 研修室

	出欠
	出席：松沼委員長、西澤委員、吉野委員、中村委員、林委員、松田委員、西塔委員、板谷委員、下次委員　欠席：なし

	事務局
	一家課長、中川課長補佐、村上主幹、赤尾主幹、寺本主幹、川端社会福祉士

	議事
	〈資料説明〉
（１）第８期介護保険事業計画及び高齢者福祉計画の案について
（２）介護保険料（案）について
（３）今後の予定及びパブリックコメントの募集について
（４）意見交換
（５）その他

〈意見〉
（1） 第８期介護保険事業計画及び高齢者福祉計画の案について
⇒事務局より説明
（2） 保険料（案）について
（3） 今後の予定及びパブリックコメントの募集について
（4） 意見交換

委員長
事務局から説明があったが、意見はあるか。今年度は、新型コロナウイルス感染症の影響が大きかったと思う。宝寿荘が開かれないこともあり、認知症が悪化した例もあると聞いた。今後も、感染症対策をとりながら、事業を実施していくことは難しいと思う。しっかりとやってほしいと思う。

委員
計画の修正について、非常にわかりやすくなった。文章で検討いただきたいのは、４４Pのネットワークの推進について、区長、民生委員・児童委員となっているが、この分野においては、民生委員のみで問題ないと思う。いかがか。

事務局
民生委員で修正する。

委員
和暦と西暦を併記したということだが、６Pの令和27年が2015年となっているのは間違いだと思う。修正をお願いする。また、介護認定を受けた要因として、認知症がもっとも多いとあるが、女性が多いのはどういった原因なのか。

事務局
介護認定の申請は女性が多いということ、申請にくるということは高齢な方が多く、そのため、女性の方が多くなっている。介護認定を受ける要因は男女ともに同じ傾向ではあるが、男性の場合、脳血管疾患が多い特徴も把握している。女性は間接疾患が多くなっている。まとめ方も難しさがあるが、まちとしての申請傾向を出せば、このような結果になる。

委員長
他はどうか。

委員
第7期の計画評価を追加するということで良かったか。

事務局
追加する。

委員
在宅医療・介護の推進について、切れ目のない在宅医療と在宅介護の提供体制の強化にある、「在宅医療センター・介護支援センター」を拠点にとあるが、拠点はどこをさしているのか。

事務局
介護医療院を宝達志水病院にお願いしていることから、病院内に相談窓口を設置いただいている。

板谷委員
以前の素案であれば、宝達志水病院という文言があったのが、削除にされていたため、質問した。

事務局
検討した方が良いか。

委員
前回、マップを配布いただいたが、そのマップに在宅医療・介護支援センターがあったのか。確認したところ目にしなかったため、確認の意味も込めて質問した。前回の素案には表記があった。

事務局
お話いただいたように、病院を拠点にすることは間違いないため、再度表現を考えたいと思う。

委員長
他に意見はあるか。なければ、議題に（２）をお願いする。

―資料の説明―

委員長
第7期と同じ保険料ということだが、意見はあるか。第８期は大きく上がるような予測だが、どうか。

委員
第９期の保険料は800円の差があるということが、今回の保険料を抑えすぎると次に大きく金額があがるのではないかと心配している。新型コロナウイルスの影響で国自体も財政が厳しくなっていると感じている。その中で、金額が同じなのはどうか。

事務局
保険料の財源構成があるが、国の持ち分、市町村の持ち分など配分が決まっている。第８期の保険料推計には、準備基金を投入していない金額となる。全国的にも、第7期までに準備基金ができたいこともあり、保険料の大きな値上げは少なくなっている。第7期策定時に推計した際は、第9期は8700円程度となっていた。しかし、今回推計した結果は7400円と金額は下がっており、この３年間の結果を踏まえて、妥当な金額になる可能性がある。

委員長
その他について、なにか意見はあるか。意見がなければ、事務連絡をお願いする。


事務局
今回の修正を対応後、パブリックコメントを実施する。パブリックコメントの結果やこの委員会後の修正分については、松沼委員長に一任したいがどうか。

松沼委員長
修正及び計画への反映はわたくしに一任ということでよろしいか。

―異議なしー

委員長
その他、意見交換だが、何かあるか。なければ、配食の状況について聞きたい。

事務局
地区については、志雄地区に関しては、NPO法人のぞみが対応している。合わせて全地区を対応するように、宅配クック１２３が対応している。

委員長
移動販売は町内で実施があるか。

事務局
１１月から開始した。当初は羽咋市と宝達志水町と１台で回っていたが、11月の終わりは宝達志水町だけで１台まわっている。利用者からは好評となっている。

委員長
拝見したことがあるが、非常に品ぞろえが良かった。今後も推進してほしい。

事務局
最近あった大雪の際にも、非常に助かったという意見を聞いている。

委員
移動について、高齢者の移動について、課題を感じている。高齢者の移動支援も積極的に支援していただければと思う。

事務局
町でも交通網計画を検討している。計画に沿って推進していきたい。

委員長
その他、何かあるか。なければ事務局の方から何かあればお願いする。

事務局
今回の委員会で最後の委員会となる。次年度からは、１年に1回開催し、進捗管理を実施していきたいと思う、

[bookmark: _GoBack]委員長
以上で議題はすべて終了となる。

事務局
それでは、第３回宝達志水町介護保険事業計画等策定委員会を閉会する。本日はありがとう。



